
将来計画
策定に向けた
取り組み

石蟹地域の目指す将来像（キャッチフレーズ）
R5.６.１

R5.９.7

H6. ６.２３

現
状
を
知
る

将
来
像
や
、

や
る
こ
と
を
考
え
る

計
画
書
の

完
成

⽴上げ

調査

「石蟹地域運営組織準備委員会」設⽴

「石蟹地域の将来計画」を作成するため、まちづくりアンケート調査や石
蟹の未来を語り合う会（ワークショップ）など、地域住⺠と共に話し合い
を重ねて参りました。

推進体制

石蟹住みよいまちづくりの会

つなぐ手と手で未来が変わる
〜みんな笑顔で⽀え合う地域〜

会長

総務部

地域振興部会 安全防災部会 教育文化部会 健康福祉部会

石蟹地域のみなさんへ

中学生以上を対象としたまちづくり
アンケート実施

話合い ワークショップ
「石蟹の未来を語り合う会」

総会 「石蟹住みよいまちづくりの会」設⽴ これまで石蟹地域では、１０年後、２０年後も、もっと笑顔で支

え合う地域であるために、地区民のみなさんとともに話し合ってき

ました。

その結果、人口減少や少子化・高齢化など社会状況の変化に対応

した住みよい石蟹地域であり続けるために、そして、次世代を担う

こどもたちに安心してバトンをパスできるようにするために、「石

蟹地域まちづくり計画」を策定しました。

私たちの目指す将来に向かって、住みよいまちにするために、手

と手をつなぎ石蟹地域を盛り上げていきましょう。

本計画は、時代の変化に合わせ、必要に応じて「石蟹住みよいまちづくりの会」で⾒直しを⾏います。

発⾏ 石蟹住みよいまちづくりの会 （令和6年６⽉2３日）

R5.12.10

副会長

R6.2.8 話合い 石蟹地域への進捗説明会開催



▶分野 ▶テーマ ▶現状の課題・問題点 ▶分野別の将来像 ▶既存の取組み ▶新たに考えられる取組み

・荒廃農地・休耕地の増加
・商店が少ない

・空き家や危険家屋の増加
・人口減少（若者の流失）

・近隣者の助け合い・住民同士の交
流

・住民の町づくりへの参加
・地域内の情報共有

・不法投棄物の増加
・道沿いの草刈り作業

・山水等の氾濫
・有害鳥獣の増加

・高齢者の通院・買い物等の移動手段
支援

・独居・高齢者世帯の安否確認
・高齢者の生活支援（ヘルパーー等）

・病気の予防
・家族の介護

・子どもたちの居場所・集まる場所の
確保

・学校卒業後の進路の不安や悩み
・子供の見守り

・通学路の安全確保

・祭礼等伝統行事の継承
・地域内イベントの整理

・名所や農作物等の観光資源化
・文化活動の推進・充実

■石蟹の伝統的文化を学ぶ機会が豊富
な地域

■楽しいイベントにみんなが集う地域
■近隣地域と協力して文化を守る地域

■子どもがいきいきと安心して暮ら
せる地域

■子どもの元気な声が聞こえる地域
■子どもたちが石蟹の良さを理解し

ている
■小中学校と連携して活動する地域

■ウオーキングコースやハイキング
コースがある健康的な地域

■助け合える地域
■寝たきゼロの元気な住民

■独居高齢者を取り残さない地域
■買い物難民がない地域

■自然の良さを生かした里山がある地
域

■有害鳥獣がいない地域
■雑草等がない美しい地域

■気軽に集まれる場所がある
■若い人も暮らしやすい地域

■明るく安心感のあるアットホーム
な地域

■助け合える地域
■笑顔あふれる地域

■石蟹の良さを常に発信している

・地域住民の慶弔事業（総
務部）

・地域内視察の実施
・花植行事の実施

・夏祭り・花火大会の実施

・ゴミ拾いの実施
・用水路の清掃

・敬老会の実施
・グラウンドゴルフ大会の

実施
・地区民運動会の実施

・登下校見守り活動
・学校の要請に応じた支

援の実施

・秋祭り・年越し行事・と
んどまつり

・石蟹山城整備
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地域の現状と目指すべき将来像 目標実現のために必要な取組み（アンケート、ワークショップで出た意見） 部 会

健康福祉

部会

教育文化

部会

地域振興

部会・耕作放棄地・休耕地対策
・地域内での働く場の確保

・企業・工場の誘致
・地元の特産品・加工品の開発

・地元の産物を提供する場の整備
・コンビニ等店がない

■防災公園を生かした町づくり
■駅舎や公共施設が一体化した住み

よい地域
■休耕地等を生かした取組実施

・各公共施設の清掃等
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安全防災

部会

・避難所の整備と充実
・避難困難者の把握と避難計画の作

成
・夜道の防犯

■防犯，防災に関する声かけNo.1の
地域

■防災訓練が普段に生きている地域
■誰でも安心して住みやすい地域

・石蟹地区自主防災会の企
画運営

・消防団活動の支援
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・高齢者に適した食事教室の実施
・石蟹地域ケア会議、福祉委員会の企画運営（民生委

員と福祉委員訪問年間計画を作成、自己健康管理の研
修）

・独り暮らしの高齢者の方々に対して声掛け運動（で
きないことを手伝う、大学生の協力を得る、市役所の

協力をいただく）
・交通の便の充実、ちょい乗りタクシー

・買い物ツアーの実現、買い物支援、買い物代行サー
ビス

・お互いさまで助け合える仕組みづくり
・石蟹ウォーキングコース（川沿いコース、丘陵コー

ス）
・マルシェ、食の活動

・他地域と連携した講習会の実施
・避難困難者の把握と対策づくり

・防災訓練（避難所での模擬訓練、消防署員による
防災講習会、防災マニュアルの作成）

・防災無線の活用
・子供の通学路歩道整備

・災害危険個所の把握と対策
・町内会での避難訓練、避難サポート制度（助け人

制度、要支援制度）
・近隣住民同士での連絡網の構築

・避難所へのルートマップの作製
・用水路の防護柵設置

・子ども体験活動の実施
・長期休業中の学習教室開催

・子供からお年寄りまで参加できるイベント（節分、
相撲大会、クリスマス、寄せ植えづくり）

・小さい子供が参加したいと思えるイベントづくり
・ＩＣＴを利用して大人と子供が交流するイベント

・放課後、長期休業中に子供たちが公民館に来て勉強
したり遊んだりできるようにする。

・秋祭り

・石蟹山城支援
・秋祭りやとんどまつりのふるまい実施

・地域文化勉強会の実施
・生涯学習の充実（プロを読んで教えてもらう）

・盆踊り（石蟹独自の踊り掘り起こし）
・秋祭りで備中神楽、巫女舞

・正月飾りづくり教室
・とんど祭りの充実

・大本八幡神社の冊子（歴史をまとめる、お宮の価値
を知る、小学校で地域について知ってもらう）

・公民館の活用開放（子供も大人も集まれる）
・大人の趣味講座、モノづくり講座

・住民が集える場づくり
・防犯灯と防犯カメラの整備管理

・マスコットイラストの作成（石と蟹をモチーフに）
・旧道沿いに集まる場所づくり（お茶、おしゃべり、

老いも若きも）
・石蟹をアピールするSNS配信、「おたより石蟹新聞」

の発行
・夏祭りの実施（スイカ種飛ばし大会、スイカ早食い

大会、花火大会開催（寄付金を地域から募る））

・休耕地を活用した花畑、野菜づくり
・農産物等の販売（駅舎利用）

・防災公園を利用したイベント開催
・撮り鉄にやさしい地域（防災公園の駐車場開放、鉄

印の作成と実施、休耕田や花壇に菜の花やレンゲ、コ
スモスの栽培、記念列車の運行要請、休める場の提供、

写真コンクールの実施）
・桜街道，菜の花街道づくり、散歩コースの整備（桜

など植樹）、桜街道に提灯設置、コスモス街道づくり
（１８０号線沿い）

・防災公園付近に飲食店の設置、駅の周辺にコンビニ、

・人間が出したゴミ一斉清掃の実施
・桜並木づくり

・河川をきれいにしてグラウンドゴルフコースづくり
・鳥獣害対策


